
 

一
般
質
問 

◎
９
月
議
会
で
は
11
人
が 

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

◎
本
紙
面
で
は
、
私
の
一
般
質
問

に
関
し
て
、
詳
細
に
ふ
れ
て
い

き
ま
す
。 

  

▼
町
独
自
の
固
定
資
産
税  

奨
励
金
に
よ
る
定
住
促
進
を 

 

山
﨑
裕
二 

町
内
に
住
宅
が
建
つ

（
リ
フ
ォ
ー
ム
含
む
）
な
ど
、
新

た
に
増
え
る
こ
と
は
、
町
に
と
っ

て
も
、
多
岐
に
わ
た
る
息
の
長
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
創
出
す
る
も

の
と
推
し
量
る
が
、
想
定
で
き
る

イ
ン
パ
ク
ト
（
効
果
）
と
し
て
、

具
体
的
に
指
摘
で
き
る
点
は
。 

町
長 

町
の
人
口
増
加
に
繋
が
る

こ
と
は
自
明
の
理
で
す
が
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
産
業
界

で
の
人
手
不
足
の
解
消
に
も
寄
与

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
口
減
少
に

よ
る
集
落
機
能
の
維
持
が
難
し
い

よ
う
な
状
況
へ
の
一
助
に
も
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る

い
は
、
若
者
世
代
の
定
住
が
か
な

え
ば
、
少
子
化
改
善
も
み
え
て
き

ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
や
住

民
税
な
ど
の
税
収
入
も
増
加
し
ま

す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
地
域
の

活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

新
築
住
宅
に
係
る
固

定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
概
要
は
。 

課
長 

新
築
後
、
一
定
期
間
の
固

定
資
産
税
を
減
額
す
る
制
度
で
、

適
用
対
象
は
専
用
住
宅
ま
た
は
併

用
住
宅
で
、
床
面
積
が
50
㎡
以
上

２
８
０
㎡
以
下
の
住
宅
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
併
用
住
宅
に
お
け

る
店
舗
や
事
務
所
部
分
は
対
象
外

で
、
居
住
に
用
い
る
部
分
の
床
面

積
１
２
０
㎡
分
が
減
額
対
象
と
な

り
ま
す
。
減
額
さ
れ
る
額
は
固
定

資
産
税
額
の
標
準
税
率
の
２
分
の

１
（
０
・
７
％
）
で
、
適
用
期
限

は
、
新
築
後
、
一
般
住
宅
で
３
年

度
分
、
長
期
優
良
住
宅
で
５
年
度

分
で
す
。 

山
﨑
裕
二 
同
措
置
が
後
押
し
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
は
。 

町
長 

定
住
へ
の
後
押
し
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

町
に
お
け
る
同
措
置 

新
規
１
年
目
の
件
数
（
賦
課
期

日
：
本
年
１
月
１
日
）
は
。
ま
た
、

２
・
３
年
目
の
各
件
数
は
。 

課
長 

新
規
１
年
目
が
22
件
、
２

年
目
が
23
件
、
３
年
目
が
15
件
で

す
。 

山
﨑
裕
二 

最
近
５
年
度
（
２
０

１
９
年
度
（
令
和
元
年
度
）
～
２

０
２
３
年
度
（
令
和
５
年
度
））
に

お
い
て
、
同
措
置
の
対
象
と
な
っ

た
件
数
（
１
～
３
年
目
の
合
計
で

の
件
数
）
を
、
１
年
度
あ
た
り
に

平
均
す
る
と
。 

課
長 

令
和
元
年
度
73
件
、
令
和

２
年
度
66
件
、
令
和
３
年
度
57
件
、

令
和
４
年
度
59
件
、
令
和
５
年
度

60
件
と
推
移
し
て
お
り
、
平
均
す

る
と
約
63
件
で
す
。 

山
﨑
裕
二 

同
期
間
に
お
い
て
、

同
措
置
に
よ
っ
て
、
軽
減
し
た
額

（
標
準
税
率
（
１
・
４
％
）
の
２

分
の
１
（
０
・
７
％
）
相
当
分
、

１
～
３
年
目
の
合
計
の
額
）
を
、

１
年
度
あ
た
り
に
平
均
す
る
と
、

ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。
ま
た
、

１
住
宅
あ
た
り
の
軽
減
措
置
額
は
。 

課
長 

５
万
円
弱
に
な
り
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

「
人
が
暮
ら
す
、
集

う
、
定
住
・
交
流
の
基
盤
づ
く
り
」

な
ど
を
使
途
希
望
と
し
て
、
寄
附

い
た
だ
い
た
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
を
活
用
し
、
新
築
住
宅
に
係

る
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て
、

府
内
市
町
村
に
先
駆
け
て
、
例
え

ば
、
３
年
間
、
残
り
０
・
８
％
に

相
当
す
る
額
を
奨
励
金
と
し
て

（
当
該
年
度
の
固
定
資
産
税 

完

納
後
に
）
給
付
す
る
な
ど
、
町
独

自
の
定
住
促
進
奨
励
金
制
度
を
創

設
す
る
（
並
行
し
て
、
タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
鮮
明
に
打
ち
出

し
て
い
く
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
ほ
か
、
町
へ
の
若

者
な
ど
の
定
住
を
促
し
、「
元
気
・

希
望
・
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
い
っ
そ
う
強
力
に
推
進

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

町
長 

昨
年
度
か
ら
、
新
婚
世
帯 

の
住
宅
取
得
を
支
援
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
提
案
の
定
住

促
進
奨
励
金
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
研
究
し
て
い
き
ま

す
。 

 

▼
農
業
委
員
会 

事
務
局
職
員
の
定
数
増
を 
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町
職
員
定
数
条
例 

第
３
条
第
７
号
に
お
い
て
、
農
業

委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員
の
定

数
を
２
人
と
定
め
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
務
分
掌
は
。 

課
長 

事
務
局
長
が
事
務
局
の
総

括
と
交
付
金
事
務
に
関
す
る
こ
と
、

事
務
局
長
補
佐
が
事
務
局
の
庶
務

や
補
助
金
事
務
に
関
す
る
こ
と
、

ま
た
、
職
員
２
人
と
会
計
年
度
任

用
職
員
１
人
が
分
担
し
て
、
委
員

会
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

府
内
26
市
町
村
に

お
け
る
農
業
委
員
会
事
務
局
の
職

員
定
数
は
平
均
何
人
か
。
府
内
26

市
町
村
と
比
較
し
て
、
町
に
お
け

る
同 

職
員
１
人
あ
た
り
の
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
（
以
下
、
農
業
委
員
等
）
数
［
計

41
人
／
２
人
＝
20
・
５
人
］
は
、

ど
の
水
準
に
あ
る
か
。 

課
長 

平
均
は
３
・
２
人
で
、
職

員
１
人
あ
た
り
の
委
員
数
は
多
い

方
か
ら
１
番
目
で
す
。 

山
﨑
裕
二 

多
く
の
府
内
市
町
村

で
、
事
務
局
の
職
員
定
数
は
３
人

以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
か
る

実
状
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
背

景
・
要
因
が
導
出
で
き
る
か
。 

課
長 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
事

務
補
助
を
行
う
な
ど
、
市
町
村
の

個
別
の
状
況
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
加
味
さ 

れ
た
上
で
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い 

る
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
務
に
あ

た
っ
て
、
農
業
委
員
会
事
務
局
の

職
員
数
は
、
絶
対
的
・
慢
性
的
に

不
足
し
て
お
り
、
常
時
、
繁
忙
の

状
態
に
あ
る
と
慮
る
が
、
こ
の
点

は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律 

第
38
条
第
１
項
に
も
と
づ
い

て
、
町
長
に
提
出
の
あ
る
意
見
書 

ま
た
は 

そ
の
際
の
意
見
交
換
の

場
で
提
起
・
共
有
さ
れ
て
い
る
の

か
。
提
起
さ
れ
て
い
た
場
合
、
こ

れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
返
答
し
て

き
た
の
か
。 

町
長 

令
和
３
年
度
ま
で
は
、
組

織
強
化
に
関
し
て
、
書
面
や
意
見

交
換
の
場
で
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
以
降
は
、
意
見
交
換
の

場
で
組
織
強
化
が
提
起
さ
れ
、
共

有
し
て
き
ま
し
た
。
町
職
員
数
を

考
慮
し
、
適
正
な
人
員
配
置
を
行

う
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

条
例
改
正
を
行
い
、

独
立
し
た
行
政
委
員
会
と
し
て
、

農
業
委
員
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
が
持
続
可
能
か
つ
強
固
な
も
の

と
な
る
よ
う
に
、
来
年
度
か
ら
、

農
業
委
員
会
の
事
務
部
局
へ
の
出 

 

【
裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
】 

９
月
議
会
（
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
）
は
、
８
月
30
日
（
水
）
か
ら
９
月
21
日
（
木
）
ま
で
の
23
日
間
、

開
か
れ
、
農
業
委
員
等
の
報
酬
を
来
期
か
ら
４
万
円
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
、
当
初
予
算
で
１
８
０
万
円
と
な
っ

て
い
た
丹
波
地
域
開
発
株
式
会
社
へ
の
土
地
貸
付
料
を
、
不
動
産
鑑
定
評
価
に
も
と
づ
き
、
約
３
１
４
万
円
増
額

す
る
（
計
４
９
４
万
１
０
０
０
円
に
）
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
、
計
16
会
計
の
決
算
認
定
、
意
見
書
を
審
議

し
ま
し
た
。
な
お
、
審
議
の
概
要
お
よ
び
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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【
表
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
】 

 
向
職
員
を
増
や
す
べ
き
で
は
。 

副
町
長 

当
面
は
現
体
制
の
ま
ま
、

町
長
部
局
の
関
係
課
と
連
携
し
、

業
務
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

▼
各
種
検
定
料
へ
の
補
助
拡
充
を 

 

山
﨑
裕
二 

２
０
１
９
年
度
（
平

成
31
年
度
・
令
和
元
年
度
）
か
ら
、

中
学
生
英
語
力
向
上
推
進
事
業
を

実
施
し
て
い
る
が
、
年
度
ご
と
の

申
請
者
数
は
。 

課
長 

令
和
元
年
度
37
人
、
令
和

２
年
度
31
人
、
令
和
３
年
度
33
人
、

令
和
４
年
度
19
人
、
令
和
５
年
度

は
８
月
ま
で
で
12
人
で
す
。 

山
﨑
裕
二 

学
習
意
欲
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
広
義
の
目
的
と
し
つ

つ
、
実
用
英
語
技
能
検
定
（
以
下
、

英
検
）
に
限
定
し
、
検
定
料
補
助

を
行
っ
て
い
る
理
由
は
。 

教
育
長 

国
際
化
が
急
速
に
進
展

す
る
時
代
を
生
き
る
中
学
生
に
、

英
語
へ
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
も
っ
て
、
将

来
、
活
躍
で
き
る
よ
う
、
基
礎
的

な
力
を
育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

町
立
中
学
校
に
在
籍

す
る
生
徒
に
限
定
し
、
検
定
料
補

助
を
行
っ
て
い
る
理
由
は
。 

教
育
長 

単
に
英
語
資
格
の
取
得

促
進
だ
け
を
目
的
に
し
た
も
の
で

は
な
く
、
町
内
の
各
中
学
校
の
英

語
の
授
業
と
中
学
生
の
英
語
力
の

向
上
を
関
連
さ
せ
て
、
町
内
中
学

校
の
英
語
教
育
の
充
実
を
目
指
し

て
お
り
、
そ
の
点
を
根
拠
と
し
て

限
定
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

昨
年
度
ま
で
の
４
年 

間
に
お
け
る
学
年
・
受
験
級
の
累

計
か
ら
み
た
申
請
者
の
傾
向
は
。 

教
育
長 

３
級
受
験
の
累
計
申
請

者
数
は
１
年
生
３
人
、
２
年
生
24

人
、
３
年
生
70
人
で
す
。 

山
﨑
裕
二 

１
生
徒
あ
た
り
、
年

度
内
１
回
千
円
に
限
定
し
、
検
定

料
補
助
を
行
っ
て
い
る
理
由
は
。 

教
育
長 

事
業
開
始
当
時
の
３
級

検
定
料
の
お
お
よ
そ
３
分
の
１
程

度
の
補
助
を
想
定
し
、
定
額
の
千

円
と
定
め
ま
し
た
。
回
数
の
限
定

は
、
限
ら
れ
た
予
算
で
よ
り
多
く

の
中
学
生
に
受
験
機
会
を
保
障
す

る
た
め
で
す
。 

山
﨑
裕
二 

俎
上
に
載
せ
て
き
た

数
々
の
限
定
理
由
な
ど
に
も
鑑
み

つ
つ
、
教
育
委
員
会
と
し
て
、
本

事
業
の
成
果
や
反
響
、
課
題
な
ど

と
り
ま
と
め
状
況
は
。 

教
育
長 

改
め
て
、
今
後
の
あ
り

方
を
検
討
し
ま
す
。
特
に
中
学
生

の
英
語
学
習
の
意
欲
喚
起
と
中
学

校
の
英
語
教
育
の
充
実
に
ど
の
程

度
の
効
果
が
あ
っ
た
か
、
さ
ら
に

は
、
よ
り
効
果
を
上
げ
る
た
め
に

改
善
す
べ
き
点
は
な
に
か
、
各
中

学
校
の
現
場
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

も
実
施
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

要
綱
を
改
め
、
各
種

検
定
の
受
験
を
通
じ
た
学
習
意
欲

の
向
上
お
よ
び
保
護
者
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
（
趣
旨
）

と
し
て
、
補
助
対
象
を
、
英
検
、

日
本
漢
字
能
力
検
定
ま
た
は
実
用

数
学
技
能
検
定
の
初
級
程
度
か
ら

受
験
す
る
本
町
在
住
の
中
学
生

（
の
保
護
者
）
に
拡
充
し
、
か
つ
、

現
行
の
補
助
回
数
・
補
助
額
か
ら
、

例
え
ば
、
検
定
ご
と
に
１
回
あ
る

い
は
複
数
回
、
半
額
補
助
な
い
し

全
額
補
助
な
ど
と
し
、
引
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
が
掲
げ
る

「
教
育
と
子
育
て
の
町
」
の
理
念

を
、
い
っ
そ
う
明
瞭
に
見
え
る
化

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

教
育
長 

事
業
開
始
当
初
と
比
べ
、

検
定
料
も
千
円
以
上
値
上
が
り
し

て
い
ま
す
。
補
助
額
引
き
上
げ
と

あ
わ
せ
て
、
英
語
へ
の
学
習
意
欲

の
さ
ら
な
る
喚
起
と
い
う
観
点
か

ら
、
中
学
１
年
生
、
２
年
生
に
も

挑
戦
し
や
す
い
５
級
、
４
級
を
対

象
に
す
る
か
ど
う
か
も
検
討
し
ま

す
。
漢
検
や
数
検
な
ど
の
取
り
扱

い
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
ま
す
。 

 

▼
町
民
の
み
な
さ
ん
に 

寄
り
添
っ
た
町
営
バ
ス
の
運
行
を 

 

山
﨑
裕
二 

ス
ク
ー
ル
便
１
路
線

あ
た
り
の
維
持
運
営
に
係
る
基
準

財
政
需
要
額
は
い
く
ら
で
、
町
に

お
い
て
は
、
何
路
線
が
該
当
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
竹
野
線
（
昨
年

度
一
般
乗
車 

３
５
６
人
）
は
含
ま

れ
て
い
る
か
。 

課
長 

本
年
度
の
ス
ク
ー
ル
便
１

路
線
あ
た
り
の
維
持
運
営
に
係
る

基
準
財
政
需
要
額
は
６
２
５
万
８

千
円
で
、
10
路
線
が
該
当
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
竹
野
線
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。 

山
﨑
裕
二 

市
森
か
ら
丹
波
ひ
か

り
小
学
校
へ
通
学
す
る
児
童
は
、

登
校
時
は
、
竹
野
線
と
し
て
、
ス

ク
ー
ル
便
が
あ
る
（
約
７
分
）
が
、

下
校
時
は
、
高
原
下
山
線
（
昨
年

度
一
般
乗
車 

２
９
４
５
人
）
の
ス

ク
ー
ル
便
に
乗
車
し
、
み
の
り
が

丘
・
夕
陽
ケ
丘
、
実
勢
方
面
の
児

童
が
降
車
後
、
市
森
に
向
か
っ
て

い
る
（
約
25
分
）。
下
校
時
に
、

単
独
の
ス
ク
ー
ル
便
を
運
行
し
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
登
校
時
と

比
べ
て
、
下
校
時
は
３
・
５
倍
ほ

ど
の
長
時
間
乗
車
と
な
る
が
、

登
・
下
校
時
の
差
は
、
児
童
の
最

低
限
の
通
学
手
段
を
確
保
す
る
上

で
、
差
し
支
え
な
い
と
の
判
断
か
。 

副
町
長 

多
く
の
ス
ク
ー
ル
便
を

同
時
に
運
行
し
て
お
り
、
市
森
へ

の
単
独
運
行
が
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
運
行
体
制
に
つ

い
て
、
今
後
、
路
線
の
改
正
に
あ

わ
せ
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

教
育
長 

時
間
短
縮
に
繋
が
る
バ

ス
運
行
に
つ
い
て
、
町
営
バ
ス
担

当
課
に
も
要
請
し
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

ス
ク
ー
ル
便
と
し
て
、

新
規
に
14
人
乗
り
バ
ス
を
必
要

と
し
た
場
合
、
活
用
可
能
な
財
源

は
。 

課
長 

過
疎
対
策
事
業
債
【
※
】

が
活
用
可
能
で
す
。 

【
※
】
元
利
償
還
金
の
70
％
を
後

年
度
の
普
通
交
付
税
で
措
置 

山
﨑
裕
二 

桧
山
和
知
線
（
昨
年 

度
一
般
乗
車 

３
７
２
人
）
の
時
刻

表
上
の
所
要
時
間
は
、
桧
山
始
発

で
、
一
例
を
挙
げ
る
と
、
和
知
中

学
校
か
ら
本
庄
ま
で
の
お
よ
そ
１

km
区
間
が
２
分
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
本
庄
か
ら
次
の
停
留
所 

終

点
の
和
知
駅
ま
で
の
お
よ
そ
３
０

０
ｍ
区
間
で
５
分
と
な
っ
て
い
る
。

時
速
４
km
と
し
て
、
徒
歩
で
も
４

分
半
ほ
ど
の
距
離
だ
が
、
５
分
と

し
た
所
以
は
。 

副
町
長 

停
留
所
間
で
時
間
に
長

短
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

往
路
の
運
行
時
間
に
あ
わ
せ
る
た

め
、
最
終
の
バ
ス
停
で
時
間
調
整

し
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

桧
山
和
知
線
の
運
行

を
時
間
調
整
し
、
全
体
で
30
分
か

け
て
運
行
し
て
い
る
の
に
は
、
国

保
特
別
調
整
交
付
金
（
へ
き
地
直

営
診
療
所
運
営
費
）
と
の
関
連
が

あ
る
と
思
慮
す
る
が
、
第
１
種
へ

き
地
診
療
所
の
概
要
と
昨
年
度
の

交
付
額
は
。 

課
長 

第
１
種
へ
き
地
診
療
所
に

該
当
す
る
和
知
診
療
所
は
、
施
設

か
ら
通
常
の
交
通
機
関
を
利
用
し

て
30
分
以
内
に
ほ
か
の
医
療
機

関
が
な
い
こ
と
が
要
件
で
、
交
付

金
の
額
は
８
６
４
万
７
千
円
で
す
。 

山
﨑
裕
二 

桧
山
和
知
線
を
、
京

丹
波
町
役
場
を
経
過
地
（
停
留
所
）

と
す
る
路
線
に
変
更
す
る
と
と
も

に
、
並
行
し
て
、
竹
野
線
の
時
刻

を
改
正
し
、
京
丹
波
町
役
場
で
連

絡
（
乗
り
換
え
）
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
国
保

京
丹
波
町
病
院
の
午
前
受
付
が
可

能
と
な
る
町
営
バ
ス
運
行
が
実
現

で
き
る
と
思
索
す
る
が
。 

課
長 

竹
野
線
は
１
日
２
便
の
み

の
運
行
で
あ
り
、
時
刻
改
正
に
よ 

り
、
午
前
診
察
が
可
能
と
な
っ
て 

も
、
帰
り
の
便
に
難
が
生
じ
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

過
疎
対
策
事
業
債
を

活
用
し
、
竹
野
線
に
つ
い
て
、
14

人
乗
り
バ
ス
を
新
た
に
導
入
、
運

行
し
、
丹
波
ひ
か
り
小
か
ら
の
下

校
時
に
お
い
て
も
、
常
時
、
ス
ク

ー
ル
便
の
ダ
イ
ヤ
を
組
む
こ
と

（
町
へ
の
普
通
交
付
税
額
が
６
２

５
万
８
千
円
up
）、
さ
ら
に
は
、

町
道 

蒲
生
西
階
線
を
フ
リ
ー
乗

降
区
間
（
一
部
）
と
し
た
路
線
に

変
更
す
る
こ
と
で
、
通
学
・
交
通

ア
ク
セ
ス
、
利
便
性
の
飛
躍
的
な

高
ま
り
が
期
待
で
き
る
。
公
共
交

通
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で

あ
る
こ
と
を
銘
肝
し
、
早
期
の
実

現
を
目
指
し
て
、
一
連
の
協
議
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

副
町
長 

ス
ク
ー
ル
便
を
含
む
町

営
バ
ス
運
行
の
見
直
し
を
行
い
、

新
た
な
交
通
手
段
で
の
対
応
も
含

め
、
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

教
育
長 

通
学
利
便
性
の
改
善
に

つ
い
て
、
町
営
バ
ス
担
当
課
と
よ

く
相
談
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

12
月
29
日
か
ら
年

末
運
休
に
入
る
と
、
お
正
月
（
ハ

レ
・
団
ら
ん
の
料
理
な
ど
）
の
買

い
物
に
制
約
が
生
じ
て
い
る
な
ど
、

ご
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
合
併
当

初
の
頃
の
よ
う
に
、
本
年
度
、
再

試
行
的
に
、
例
え
ば
、
晦
日
、
大

晦
日
ま
た
は
両
日
の
午
前
中
の
町

営
バ
ス
運
行
を
し
て
は
ど
う
か
。 

課
長 

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
、
そ
の
上
で
対
応

が
必
要
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

【
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、 

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】 


